国際会議の後援について

  申請書様式の、青字箇所を上書きにて記入してください。なお、国際会議の後援についての要件は下記のとおりになっておりますので御留意ください。

記

日本学術会議の行う国際学術交流事業の実施に関する内規（抄）
（後援の要件）
[bookmark: OLE_LINK1]第３６条　後援する国際会議は、次の各号に掲げる要件に該当するものでなくてはならない。
(1)　国際会議の主題となる研究が、我が国及び世界の学術の進歩に貢献するものであること。
(2)　母体団体等において、国際会議の日本開催が決定したものであること。
(3)　計画内容が明確であること。
(4)  参加国数及び国外参加者数が、国際会議として適当なものであること。
(5)　営利を主たる目的としないものであること。
(6)　主催団体の責任及び公的性格が明確であること。
 (7)　二国間国際会議の場合は、学術研究団体が主催等をしているものであること。
(8)　行事等の登壇者や発言者が２人以上いる場合、その性別に偏りがないよう努められているものであること。

作成に関しまして御不明な点等がございましたら，下記連絡先まで御連絡ください。又、作成されました申請書は、案の段階でメールにてお送りください。要件や修正頂く箇所がないか確認の上、当方より御連絡いたします。
なお、後援の申請は本会議開催日の３か月前（※二国間国際会議については４か月前）までとなっております。調整作業等の時間を考慮し、遅くとも上記期限１か月前までに、一度「申請書（案）」を送付いただきますよう、ご協力御願いいたします。　



【担当・連絡先】
内閣府日本学術会議事務局
参事官（国際業務担当）付国際会議担当
〒106‐8555	東京都港区六本木 7-22-34 
TEL：03-3403-5731 / FAX：03-3403-1755
E-Mail：scj.kokusaikaigi.h5j＊cao.go.jp
　　　　※アドレス中、＊を＠に変更してお送りください。



　　　

令和　　年　　月　　日


日本学術会議
会　長　　光石　衛　殿
　　　　　　　　

○○○○学会　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  会　長　　●●　●●
　　　　　　　　　　　　　　※後述の「後援を希望する国際会議の概要」の申請者と同じ


第×回国際○○○○学会学術集会(IC○○)の後援について（申請）



標記国際会議を令和××年××月××日から××月××日まで、○○○○○ホテル（○○県）において開催することになりました。
つきましては、日本学術会議の後援を申請します。
なお、この会議の開催に要する経費等については、日本学術会議には一切負担をかけません。
また、会議の計画概要等は別紙説明書のとおりです。


第×回国際○○○○学会学術集会



１．会議の名称    
　    和文名 ：第×回国際○○○○学会学術集会
英文名 ：THE ×TH International Conference ○○○ (略称：IC○○)
          
2． 主     催　　○○○○学会
　　　　　　　　 △△△△△△機構
　　　　　　　　 ◇◇◇大学

3． 共     催    日本○○学会
　　　　　　　　 □□□□□研究所

4． 後     援    日本学術会議（希望）
                 ○○省
　　　　　　　　 ○○○○省
　　　　　　　　 日本○○協会（申請予定）
　　　　　　　　 日本○○○○学会協議会

５．開催時期    令和××年××月××日(○)～×× 月××日（○）   ×日間

６．開催場所    ○○○○○ホテル（所在地：○○県○○市）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※都道府県市区町村まで記載
７．会議の目的と性格
（※　日本学術会議との関係性（例：主催団体が加盟学術団体である等）を必ず記載すること）
この会議は、国際○○○○学会（International Society of ○○○：IS○）が、×年ごとに開催する会議であり、○○の質改善のために○○研究の有用性を実証すること、研究を通して○○の知識を高め共有すること、エビデンスに基づいた○○のために○○○によって個人的な参加意欲を高めること、○○のための研究の適切な活用を推奨すること、地域住民の○○○○と連携のため、○○の貢献を促進することを目的とするものである。
　国際○○○○学会は、○○研究者の国際的なネットワークと国際会議、基金調達活動をとおして発展途上国の○○○を支援することを目的とする国際学術団体であり、国内学術団体等が加入している。

８．日本開催の経緯と意義
(1)経緯（本会議の日本招致に至るまでの経緯について）
国際○○○○学会・理事会は、××××年×月×日、第×回国際○○○○学会学術集会を××××年に、日本で開催することを決定した。
　 これを受けて、○○○○学会は、××××年×月×日、日本開催準備のために第×回国際○○○○学会学術集会運営委員会を設置した。
　 なお、この会議の開催状況は、次のとおりとなっている。

	開催年
	開催地
	参加国数
	参加者総数
	うち日本人
参加者数

	19XX年（第1回）
	ﾊﾞﾝｸｰﾊﾞｰ(ｶﾅﾀﾞ)
	34
	900
	17

	19XX年（第6回）
	京都（日本）
	33
	850
	500

	19XX年（第7回）
	北京（中国）
	35
	700
	35

	20XX年（第8回）
	ﾊﾞｰｸﾚｰ（ｱﾒﾘｶ）
	40
	650
	20

	20XX年（第9回）
	ﾛﾝﾄﾞﾝ(ｲｷﾞﾘｽ)
	34
	500
	55

	20XX年（第10回）
	東京（日本）
	※24
	※650
	※500


（※　第1回開催、及び日本での開催を必ず記載し、今回開催を含め直近の5回分を記載する）　　※予定

(2)意 義
（※　ア．学問的意義、研究の発展性等、イ．今回会議のメインテーマ、主要題目等、ウ．日本開催による効果、市民公開講座開催の効果 等を、1000字程度で記述する）
ア　○○○学は、□□の基礎要素である△△の中核を成し、･･････の少数多体系である○○を研究する学問である。特に現在では、････学や･･････学などの関連する○○○学分野のみならず、○○学、○○○○学、○○学などを包含した広い学問分野と相互に関係しながら研究が遂行されている。近年は、高温・高密度状態の○○○物質や○○における○○合成過程等の研究が著しい発展を遂げている。また、特に近年我が国では、世界最先端研究施設として、○○△△施設や、◇◇□□施設等の建設が進められているところである。○○○学は、･･･････における日本の研究水準を高め、世界における･･･に対して多大な貢献をしており、今後の･････について大きく期待されている。
イ　この度の第■回○○○学国際会議では、「21世紀における……………の潮流」をメインテーマに、○○○を越える○○、○○・○○○の○○○力学、○○○構造、○○中での○○○の性質、○○の構造、△△反応、天体○○、○○の応用等を主要題目として、研究発表と討論が行われることとなっており、その成果は、○○○○学の発展に大きく資するものと期待される。
ウ　この会議を日本で開催することは、我が国で････中の○○を全世界の研究者に大きくアピールし、多くの研究者の参画を促す絶好の機会となるとともに、我が国のこの分野の科学者に世界の多くの科学者と直接交流する機会を与えることとなり、我が国の○○○学に関する研究を一層発展させる契機となる。また、････････を行うことにより、日本人科学者のもたらした成果について、社会に還元し、科学に関する一般社会の興味を大いに高めることが期待される。

9． 会議計画の概要
(1)会議の構成
   会長講演，基調講演，シンポジウム，口演研究発表，研究法討論，
ワークショップ，ポスター発表，自由交流集会等

(2)会議の主要題目
・メインテーマ　　　：「○○○○○○○」
・セッションテーマ　：○○○○○、○○○○○、○○○○○

(3)会議の日程
	
	午    前
	午    後
	夜

	XX月XX日（○）
	
	開会式・会長講演・基調講演
	懇親会

	XX月XX日（○）
	口演/ポスター研究発表
	口演/ポスター研究発表・研究法討論
	自由討論会

	XX月XX日（○）
	口演研究発表・
ワークショップ
	シンポジウム
	



(4)参加予定国
 　オーストラリア、バンクラディシュ、カナダ、中国、デンマーク、エジプト、フィンランド、ドイツ、インドネシア、イラン、日本、ケニア、韓国、ニュージーランド、台湾、ポルトガル、スロベニア、南アフリカスペイン、スウェーデン、タイ、トルコ、英国、アメリカ合衆国
                                         　　
以上、23か国・地域

(5)参加予定者数
   　　　 国外      150人       同伴者     　10人
   　 国内      500人       同伴者     　 ０人   
     　　 　計    　650人       同伴者       10人       

(6)会議プロシーディングス
国際○○○○学会開催アナウンスおよび講演集の印刷および配布予定
・令和××年×月　   第×回アナウンスメントを事務局に依頼し、印刷
参加料振込者に郵送  
・令和××年××月 　講演集の印刷（業者委託）
・令和××年××月   講演、ポスター発表者、司会者に講演集を事前郵送
(7)著名な国外・国内参加者
  ［国外］ Prof．○○○　 　 ◆◆◆◆◆大学 教授　 　　イギリス
           Dr．▲▲▲▲▲　　◇◇◇◇◇大学大学院　　　カナダ
（○○○○理事）
　　　　　　      　　・
　　　　　       　　 ・
                      ・
［国内］ ◆◆◆◆　　 　  ○○○○大学看護学部 教授
           ○○○○  　　 　■■■県立看護大学看護学部 教授　　
                　　　・
　　　　　      　　　・
　　　　　　   　　   ・
なお、登壇者の性別には偏りが無いように配慮がなされている。

(8)予算 （金額単位：千円）      ※計算結果の整合性を確認
	収          入
	支          出

	（会議登録料）
・40千円× 10人　 非会員
・35千円×540人　会員・外国人
・25千円×100人　学生       
   　　　　　　 小計　21,800千円
（助成金）
  日本●●●●機構より
　　　　　　　　　  　3,500千円
小計  3,500千円 

（寄付金）
　・日本○○財団より　  500千円
　・医薬品会社(◆◆◆他)より
100千円
小計  　600千円 

（その他）
　広告料　80千円×15件
　　　　　　　　小計　1,200千円

	（会議準備費）
 ・人件費    　　    3,300千円
 ・旅費　　　　  　    850千円
・庁費
      通信運搬費  　2,070千円
      消耗品  等　  　573千円
・その他
　　  印刷費　　　  2,352千円
　　  招請費他   　 5,050千円
　　  委託費　　    1,216千円
　　　　　  　小計　15,411千円
（会議運営費）
・会場費　       　  5,000千円
・機材、看板他　   　3,277千円
・懇親会費　      　 　800千円
・当日人件費　  　 　2,304千円
　　　　　  　小計　11,381千円
（予備費・その他）
                     　308千円

	  　　　　　 　　計  27,100千円
	            　　計　27,100千円



１０．その他
(1)運営委員会役員・委員（令和××年×月×日設置）
・委員長　　
○○○○　　  　  東京□□大学大学院◇◇学研究科◆◆◆専攻 教授
・副委員長　
●●●●　　 　   □□県立○○大学○○学部○○学科 教授

・企画運営リーダー   
◇◇◇◇◇   　       ◆◆◆◆◆大学　教授  英国 
     　　　　　　　  
・企画運営委員
○○○○　　　    ■■■大学◆◆学部○○学科 教授　　
◆◆◆◆　　　    ◇◇◇大学大学院■■系研究科 准教授
　　  　  　　　・　
　　　　　　　　・
　　　　　　　　・
　　　　　　　　・

・運営委員
■■■■ 　　　  ○○大学◆◆部○○学科 教授   　 
◇◇◇◇ 　　　  ◆◆◆大学◆◆学部○○学科□□学専攻 准教授　　　　　

●●●●●　　　  ◇◇◇◇大学ディレクター 教授　フランス
□□□□□ 　　   ○○○○大学 准教授　カナダ
　　　　　　　　・
　　　　　　　　・
　　　　　　　　・

(2)連絡責任者（氏名・所属・肩書・住所・電話等）
　氏名　　　　　○○　○○
　所属・肩書　　東京□□大学大学院◇◇学研究科◆◆◆専攻 教授
　住所　　　　　〒113-○○○○　東京都○○区□□１－５－４５
　電話番号　　　０３－◇◇◇◇－●●●●

(3)募金団体
　財団法人　日本○○財団

後援を希望する国際会議の概要　　※上記記述内容と合わせる
	
会議の名称
	和文 ：第×回国際○○○○学会学術集会
英文 ：THE XTH International Conference　○○○　○○
(略称：IC○○)

	開催時期
	令和××年××月××日～××月××日 （×日間）

	開催場所
	○○県（○○○○○ホテル）

	主催団体
	○○○○学会、△△△△△△機構、◇◇◇大学、

	共催団体
	日本○○学会
□□□□□研究所

	後援団体
	日本○○学会
□□□□□研究所

	母体団体等
	和文：国際○○○○学会
英文：International Society of ○○○(略称：IS○)

	参加予定者数
［参加予定国］
	国外 150人    国内 500 人      計  650人
 ［ 23 ヵ国・地域］

	会 議 内 容
	会長講演，基調講演，シンポジウム，口演研究発表，研究法討論，ワークショップ，ポスター発表，自由交流集会等

	会議議事録等
	学会開催の概要について事後報告する予定

	
開催経費の財源





［募 金 団 体］
	
参 加 費      21,800 千円
助 成 金       3,500 千円
寄 付 金       　600 千円
その他　　　 　1,200 千円
   計         27,100 千円

（窓口となる団体名）　（財）日本○○財団

	申  請  者
	○○○○学会　　
会　長　　●●　●●

	連絡責任者
	同上



